
第４回荒瀬ダム対策検討委員会

日 時：平成１６年１１月２６日（金）

午後１時から

場 所：水前寺共済会館 芙蓉（１階）

１ 開 会

２ 議 事

（１）堆砂の現状調査結果について

（２）土砂流下試験の実施等について

（３）河床変動解析モデルについて

（４）土砂処理方針の策定について

（５）ダム撤去手順（案）について

３ その他

４ 閉 会



別 紙 荒瀬ダム対策検討委員会委員の交替等について

資料１ 堆砂の現状調査結果について

資料２ 土砂流下試験の実施等について

資料３ 河床変動解析モデルについて

資料４ 土砂処理方針の策定について

資料５ ダム撤去手順（案）について



別 紙

荒瀬ダム対策検討委員会委員の交替等について

異動等に伴い委員の交替等がありましたが、新委員名簿は、以下のとおりです。

荒瀬ダム対策検討委員会委員名簿

区 分 氏 名 職 業 等

下津 昌司 元熊本大学教授

福岡 捷二 中央大学研究開発機構教授

河川工学 角 哲也 京都大学助教授

学 藤田 光一 国土技術政策総合研究所河川環境研究室長

識 柏井 条介 独立行政法人土木研究所上席研究員

経 土木工学 松本 進 鹿児島大学教授

験 生 態 大和田紘一 熊本県立大学教授

者 木村 清朗 元九州大学教授

水 質 篠原 亮太 熊本県立大学教授

環 境 福留 脩文 ㈱西日本科学技術研究所代表取締役

川野由紀子 くまもと川の女性フォーラム実行委員長

川﨑 正彦 国土交通省九州地方整備局河川部長

東出 成記 国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所長

関係機関 木村 征男 坂本村長

松田 重敏 坂本村議会議長

中島 隆利 八代市長

小薗 純一 八代市議会議長

関係団体 木下 東也 球磨川漁業協同組合組合長

宮本 勝 熊本県漁業協同組合連合会第三部会長

元村 順宣 坂本村

地元代表 山下 秋子 坂本村

木村 博昭 坂本村

出水 晃 八代市

熊 本 県 永田 昭三 企業局長

松原 茂 土木部長



議事（１）堆砂の現状調査結果について

１ 堆砂の現状調査結果について

河床変動解析及び土砂の処理方針を検討するにあたって、ダム内に堆積している土砂

の現状を把握する河床材料調査（底質土の成分調査を含む ）を実施したが、その調査。

（平成１５年１１月～平成１６年３月）結果は、以下のとおり。

（１）河床材料調査

① 調査の実施方法

表１－１のとおり。

② 調査結果

（ア）堆砂量

ダム内の堆砂量及び河川の特徴による区分は、資料１－１のとおり。

（イ）堆砂の材料

堆砂の材料は、泥土（シルト 、砂、礫であるが、その分布状況は、資料１－）

２のとおり。

（ウ）堆砂の地域的分布

堆砂は 「ダム直上流部 「佐瀬野 「百済来川 「与奈久 「鎌瀬」の５地、 」、 」、 」、 」、

区に特徴的に分布している。

堆砂の地域的分布は、資料１－３ ①から資料１－３ ⑤までのとおり。

（２）底質土調査

荒瀬ダムの底質土の調査結果は、資料１－４のとおり。

２ ダム撤去工法専門部会における検討内容

（１）荒瀬ダムの堆積土砂は、成分分析の結果、問題が無く、有効に活用できる土砂であ

る。

（２）荒瀬ダムの堆積土砂について、河床変動解析モデルの条件設定に必要となる粒度分

布の整理を行うこと。

（３）瀬や淵など川の特性を把握するため、最深河床を表す縦断図を作成すること。

資料１

表１－１ 河床材料調査の実施方法

（１）音波探査

音の反射を用いてダム内の河床を面的・層的に調査する音波探査を、次の内容で

実施した。

① 探査装置 ・探査機Ａ（０．５～１０ｋＨｚ）

主に堆積物の微細な内部構造の把握に有効

・探査機Ｂ（２００ｋＨｚ）

主に浮泥の分布状況、基盤の分布状況など大きな構造の

把握に有効

② 探査測線 横断面 ３７測線 延長合計 ３，３２０ｍ

縦断面 ２測線 延長合計１０，３０４ｍ

（２）ボーリング調査

音波探査の結果をもとにボーリング箇所を決定し、次の内容で実施した。

① 調査箇所 音波探査等の結果により、堆砂厚が比較的厚い箇所、ダム直上

流及び百済来川との合流点の１６箇所を選定した。

② 孔径 ８６ｍｍ（基盤岩部分は６６ｍｍ）

③ 調査深度 基盤岩に達するまで

（３）採取調査（トレンチ調査）

ボーリング調査とあわせて採取調査（トレンチ調査）を次の内容で実施した。

① 調査方法 バックホウによる掘削

② 調査箇所 ・壺掘状況トレンチ ４５箇所

（幅２ｍ、延長２ｍ、深度２～３ｍ）

・溝状トレンチ １２箇所

（幅２ｍ、延長７～４０ｍ、深度１．５ｍ）

③ 調査深度 ダム建設時の河床（元河床）まで

（４）その他

① 地表地質調査 水位低下時の貯水池全域を対象に、地表踏査による砂礫等の面

的な分布状況を目視調査した。

② 採泥調査 底質状況の観察、浮泥の材料調査を３地点（４箇所）で実施し

た。

－ １-１ －



資料１－１　　堆砂量について

表１－１－１　ダム内堆砂量
区間長
（ｍ） 堆積量合計

ダム～佐瀬野
（Ｎｏ．０～Ｎｏ．１＋１４０）
佐瀬野
（Ｎｏ．１＋１４０～Ｎｏ．５）
百済来川

葉木橋～「与奈久の砂浜」
（Ｎｏ．５～Ｎｏ．９）
「与奈久の砂浜」
（Ｎｏ．９～Ｎｏ．１０）
「与奈久の砂浜」上流～鎌瀬の鉄橋
（Ｎｏ．１０～Ｎｏ．１７）
鎌瀬の鉄橋～鎌瀬橋
（Ｎｏ．１７～Ｎｏ．２２）
鎌瀬橋～瀬戸石ダム
（Ｎｏ．２２～瀬戸石ダム）

合計 １０,２６０ １，０６７，５９６ ２０６，２８４

図１－１－１　河川の特徴（地形・堆積物）による区分
荒瀬ダム～瀬戸石ダムの間を河川状況（地形・堆積物）の特徴により、ａ地区からｆ地区まで大きく６地区に区分した。さらに、堆砂が多いａ地区を３区分した。
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１７９，２１５

泥土（シルト）

砂

礫

－　１-２　－



資料１－２　　堆砂の材料と分布状況について

：堆積
：洗掘

図１－２－１ 測線毎の平均河床高の変化

図１－２－２ 堆砂の分布状況

図１－２－３ 地区毎の堆砂量とその内訳
－　１-３　－

　泥土
（シルト）

　泥土
（シルト）

　泥土
（シルト）

　泥土
（シルト）

　泥土
（シルト）

　泥土
（シルト）

　泥土
（シルト）

　泥土
（シルト）



１　区間名 No.0

２　堆砂量
泥土（シルト）： 3,004 （ｍ３） （　２．７％）
砂： 2,858 （ｍ３） （　２．６％）
礫： 103,971 （ｍ３） （９４．７％） No.0+70
洗掘： 361 （ｍ３）
合計： 109,472 （ｍ３）

３　堆砂状況
① 　 堆積物の９割以上は礫で構成されている。
② 　 元河床より上の堆積物の礫径は１～２ｃｍで、
元河床より下の堆積物の礫径は５～１０ｃｍである。 No.0+170
③ 　 元河床より上の堆砂厚は、Ｎｏ．０の測線で約８ｍと厚く、
他は２～５ｍである。

４　ダム建設前の状況
　 ダム建設前には、測線Ｎｏ．０＋１７０～Ｎｏ．１＋７０の左岸側に
州が形成されていた地域である。

No.1+70

図１－３－１ ダム直上流部横断図

図１－３－２　ダム直上流部平面図 －　１-４　－

泥土（シルト）
砂
礫

ａ－１．ダム～佐瀬野
（測線Ｎｏ．０～Ｎｏ．１＋１４０）

資料１－３　①　　　ダム直上流部（ａ－１）の堆砂状況

凡例

ａ－１

凡例

泥土
（シルト）



資料１－３　②　佐瀬野地区（ａ－２）の堆砂状況　　　

１　区間名 No.2

２　堆砂量
泥土（シルト）： 82,878 （ｍ３） （２７．３％）
砂： 63,082 （ｍ３） （２０．８％） No.2+120
礫： 157,301 （ｍ３） （５１．９％）
洗掘： 5,971 （ｍ３）
合計： 297,290 （ｍ３）

３　堆砂状況
① 　 堆積物の５割が礫、３割が泥土（シルト）、２割が砂でNo.3
構成されている。
② 　 礫は河川中央に、泥土（シルト）は右岸側に、砂は
泥土（シルト）の上部に分布する。
③ 　 礫径は１～５ｃｍである。
④ 　 右岸側の砂と泥土（シルト）の厚さは最大約１０ｍである。

図１－３－３ 佐瀬野地区横断図
４　ダム建設前の状況
　 ダム建設前には、測線Ｎｏ．２～Ｎｏ．３＋１３０の間の河川中央
に中州が形成され、河川は右岸側と左岸側に分かれて流れてい
た地域である。

図１－３－４　佐瀬野地区平面図 －　１-５　－

砂
礫

泥土（シルト）（測線Ｎｏ．１＋１４０～Ｎｏ．５）
ａ－２．佐瀬野

凡例

凡例

ａ－２

泥土
（シルト）



資料１－３　③　　百済来川（ａ－３）の堆砂状況

１　区間名 No.0

２　堆砂量
泥土（シルト）： 67,916 （ｍ３） （４７．０％）
砂： 0 （ｍ３） （　０．０％）
礫： 76,715 （ｍ３） （５３．０％）
洗掘： 11,189 （ｍ３） No.2
合計： 133,442 （ｍ３）

３　堆砂状況
① 　 堆積物は泥土（シルト）と礫が、それぞれ約５割で構成されている。
② 　 本川との合流地点から上流４００ｍ地点まで泥土（シルト）で、
上流４００ｍ地点から１．３ｋｍ地点まで礫で構成されている。
③ 　 泥土（シルト）の層厚は厚い所で約５ｍである。

No.4
４　ダム建設前の状況
　 ダム建設前には、川沿いに人家があり球磨川本川との
合流点付近では木製橋が架かっていた地域である。

図１－３－５ 百済来川横断図

図１－３－６　百済来川平面図 －　１-６　－

礫

泥土（シルト）
砂

ａ－３．百済来川
（測線Ｎｏ．０～Ｎｏ．７）

百済来川（支川）

凡例

凡例

ａ－３
泥土
（シルト）



資料１－３　④　　与奈久の砂浜（ｃ）の堆砂状況

１　区間名 No.9

２　堆砂量
泥土（シルト）： 0 （ｍ３） （　０％）
砂： 3,163 （ｍ３） （１１．８％）
礫： 23,668 （ｍ３） （８８．２％）
洗掘： 358 （ｍ３） No.9+130
合計： 26,473 （ｍ３）

３　堆砂状況
① 　 堆積物の大部分は礫で構成され、左岸斜面に砂が
少量分布する。
② 　 礫径は１～５ｃｍ程度である。
③ 　 堆砂の層厚は１～２ｍ以下である。

４　ダム建設前の状況 図１－３－７ 「与奈久の砂浜」横断図
　 ダム建設前には、「与奈久の砂浜」で知られた州が
形成されていた。

図１－３－８　「与奈久の砂浜」平面図

泥土（シルト）
砂
礫

－　１-７　－

ｃ．与奈久の砂浜
（測線Ｎｏ．９～Ｎｏ．１０）

凡例

凡例

ｃ

泥土
（シルト）



資料１－３　⑤　　鎌瀬の鉄橋とその上流部（ｅ）の堆砂状況

１　区間名 No.17

２　堆砂量
泥土（シルト）： 0 （　０．０％）
砂： 15,938 （５５．２％）
礫： 32,381 （４４．８％） No.18
洗掘： 27,249
合計： 21,070

３　堆砂状況
① 　 泥土（シルト）は無く、砂が４割、礫が６割の構成である。
② 　 鉄橋の左岸直下には中粒の砂が分布する。
③ 　 州の大部分は、礫で構成されている。 No.21
④ 　 堆砂の層厚は最大約３ｍである。

４　ダム建設前の状況
　 ダム建設前には、屈曲部の左岸側に大きな州が
形成されていた地域である。

図１－３－９ 鎌瀬付近横断図

図１－３－１０　鎌瀬付近平面図 －　１-８　－

泥土（シルト）
砂
礫

ｅ．鎌瀬の鉄橋～鎌瀬橋
（測線Ｎｏ．１７～Ｎｏ．２２）

凡例

凡例

ｅ

泥土
（シルト）



資料１－４ 荒瀬ダムの底質土の成分分析結果について

１ 調査地点

（１）球磨川

土砂の採取地点は、図１－４－１のとおり。

ボーリング調査や採取調査（トレンチ調査）で採取した。

泥土（シルト） （２７試料）

砂 （ ８試料）

礫 （１０試料）

（２）百済来川

土砂の採取地点は、図１－４－１のとおり。

泥土除去工事に併せて２箇所から泥土（２試料）を採取した。

２ 調査結果

土砂の成分分析結果は、表１－４－１、１－４－２のとおり。

－ １-９ －



凡 例 トレンチ調査

Ｔ：トレンチにより採取した試料 分類 T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11 T12 T13 T14 T15 T16 T17 T18 T19 試料数

Ｂ：ボーリングにより採取した試料 泥土 シルト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １３（ ）

砂 ○ ○ ○ ３赤字：採取試料が泥土（シルト）

礫 ○ ○ ○ ３緑字：採取試料が砂

ボーリング調査青字：採取試料が礫

分類 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15 B16 B17 B18 B19 B20 B21 B22 B23 B24 B25 B26 試料数

泥土 シルト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １４（ ）

砂 ○ ○ ○ ○ ○ ５

礫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ７

図１－４－１ 成分分析試料採取位置 － １-10 －
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表１－４－１ 球磨川の成分分析結果

① 成分分析結果は、不検出又は環境基準の基準値以下である。

② 鉛、砒素、ふっ素、ほう素は、いずれも自然界には微量に存在する物質である。

【溶出試験】

大項目 調査項目 環境基準 泥土（シルト （２７試料） 砂（８試料） 礫（１０試料） 定量限界値 備考）

① カドミウム 0.01 mg/l 不検出 不検出 不検出 0.001 mg/l

② 鉛 0.01 mg/l 基準値以下 最大 0.002mg/l 基準値以下 最大 0.002mg/l 不検出 0.001 mg/l（ ） （ ）

③ 六価クロム 0.05 mg/l 不検出 不検出 不検出 0.005 mg/l

④ 砒素 0.01 mg/l 基準値以下 最大 0.008mg/l 基準値以下 最大 0.003mg/l 基準値以下 最大 0.002mg/l 0.002 mg/l（ ） （ ） （ ）

⑤ 総水銀 0.0005mg/l 不検出 不検出 不検出 0.0005 mg/l

有害物質項目 ⑥ 全シアン 不検出 不検出 不検出 不検出 0.1 mg/l ＊１

⑦ セレン 0.01 mg/l 不検出 不検出 不検出 0.001 mg/l ＊２

⑧ ふっ素 0.8 mg/l 基準値以下 最大 0.42 mg/l 基準値以下 最大 0.31 mg/l 基準値以下 最大 0.46 mg/l 0.08 mg/l（ ） （ ） （ ）

⑨ ほう素 1 mg/l 基準値以下 最大 0.3 mg/l 基準値以下 最大 0.1 mg/l 基準値以下 最大 0.2 mg/l 0.1 mg/l（ ） （ ） （ ）

⑩ アルキル水銀 不検出 不検出 不検出 不検出 0.0005 mg/l

⑪ ＰＣＢ 不検出 不検出 不検出 不検出 0.0005 mg/l

⑫ チウラム 0.006 mg/l 不検出 不検出 不検出 0.0006 mg/l

農薬項目 ⑬ シマジン 0.003 mg/l 不検出 不検出 不検出 0.0003 mg/l

⑭ チオベンカルブ 0.02 mg/l 不検出 不検出 不検出 0.002 mg/l

※定量限界値未満を不検出と表記する

【含有量試験】

大項目 調査項目 環境基準 泥土（シルト （２７試料） 砂（８試料） 礫（１０試料） 定量限界値 備考）

① カドミウム 150 mg/kg 不検出 不検出 不検出 0.5 mg/kg

② 鉛 150 mg/kg 基準値以下 最大 24 mg/kg 基準値以下 最大 12 mg/kg 基準値以下 最大 8.7mg/kg 0.5 mg/kg（ ） （ ） （ ）

③ 六価クロム 250 mg/kg 不検出 不検出 不検出 0.5 mg/kg

有害物質項目 ④ 砒素 150 mg/kg 基準値以下 最大 2.6mg/kg 基準値以下 最大 1.6mg/kg 基準値以下 最大 1.7mg/kg 0.5 mg/kg（ ） （ ） （ ）

⑤ 総水銀 15 mg/kg 不検出 不検出 不検出 0.1 mg/kg ＊１

⑥ 全シアン 50 mg/kg 不検出 不検出 不検出 0.5 mg/kg

⑦ セレン 150 mg/kg 不検出 不検出 不検出 0.5 mg/kg

⑧ ふっ素 4000 mg/kg 基準値以下 最大 33 mg/kg 基準値以下（最大 31 mg/kg） 基準値以下 最大 19 mg/kg 1 mg/kg（ ） （ ）

⑨ ほう素 4000 mg/kg 基準値以下 最大 11 mg/kg 基準値以下（最大 3 mg/kg） 基準値以下 最大 3 mg/kg 1 mg/kg（ ） （ ）

※定量限界値未満を不検出と表記する

＊１ 土壌汚染対策法施行規則（平成１４年 環境省令第２９号）

＊２ 土壌の汚染に係る環境基準について（平成３年 環境庁告示第４６号）

－ １-11 －



表１－４－２ 百済来川の成分分析結果

① 成分分析結果は、不検出又は環境基準の基準値以下である。

② カドミウム、鉛、砒素、ふっ素、ほう素は、いずれも自然界には微量に存在する物質である。

【溶出試験】

大項目 調査項目 環境基準 試料① 試料② 定量限界値 備考

① カドミウム 0.01 mg/l 不検出 不検出 0.001 mg/l

② 鉛 0.01 mg/l 不検出 不検出 0.005 mg/l

③ 六価クロム 0.05 mg/l 不検出 不検出 0.04 mg/l

④ 砒素 0.01 mg/l 基準値以下（0.003 mg/l） 不検出 0.001 mg/l

⑤ 総水銀 0.0005mg/l 不検出 不検出 0.0005 mg/l

有害物質項目 ⑥ 全シアン 不検出 不検出 不検出 0.1 mg/l ＊１

⑦ セレン 0.01 mg/l 不検出 不検出 0.002 mg/l ＊２

⑧ ふっ素 0.8 mg/l 不検出 不検出 0.1 mg/l

⑨ ほう素 1 mg/l 基準値以下（0.21 mg/l） 基準値以下（0.14 mg/l）

⑩ アルキル水銀 不検出 不検出 不検出 0.0005 mg/l

⑪ ＰＣＢ 不検出 不検出 不検出 0.0005 mg/l

⑫ チウラム 0.006 mg/l 不検出 不検出 0.002 mg/l

農薬項目 ⑬ シマジン 0.003 mg/l 不検出 不検出 0.002 mg/l

⑭ チオベンカルブ 0.02 mg/l 不検出 不検出 0.006 mg/l

※定量限界値未満を不検出と表記する

【含有量試験】

大項目 調査項目 環境基準 試料① 試料② 定量限界値 備考

① カドミウム 150 mg/kg 基準値以下（0.04 mg/kg） 基準値以下（0.18 mg/kg）

② 鉛 150 mg/kg 基準値以下（7.0 mg/kg） 基準値以下（15.3 mg/kg）

③ 六価クロム 250 mg/kg 不検出 不検出 2 mg/kg

有害物質項目 ④ 砒素 150 mg/kg 基準値以下（0.15 mg/kg） 基準値以下（0.33 mg/kg）

⑤ 総水銀 15 mg/kg 不検出 不検出 0.02 mg/kg ＊１

⑥ 全シアン 50 mg/kg 不検出 不検出 5 mg/kg

⑦ セレン 150 mg/kg 不検出 不検出 0.1 mg/kg

⑧ ふっ素 4000 mg/kg 基準値以下（11.4 mg/kg） 基準値以下（11.7 mg/kg）

⑨ ほう素 4000 mg/kg 基準値以下（10.8 mg/kg） 基準値以下（14.7 mg/kg）

※定量限界値未満を不検出と表記する

＊１ 土壌汚染対策法施行規則（平成１４年 環境省令第２９号）

＊２ 土壌の汚染に係る環境基準について（平成３年 環境庁告示第４６号）

－ １-12 －



議事（２）土砂流下試験の実施等について

１ 土砂流下試験の実施等について

球磨川における下流への土砂補給効果や掃流力を確認するため、土砂をダム内に投入

及び下流河川に仮置きし、出水による土砂の流れ方について調査を実施しているが、こ

れまでの実施状況は以下のとおり。

（１）実施計画

表２－１のとおり。

（２）出水の状況

土砂流下試験の対象とした、出水の状況は以下のとおり。

出 水 時 期 荒瀬ダム最大放流量

平成１６年５月１３日～１９日 １，７００ｍ ／ｓ３

平成１６年８月３０日～３１日 ４，８２０ｍ ／ｓ３

平成１６年９月 ６日～ ９日 ４，２９８ｍ ／ｓ３

（３）調査結果

① 土砂の流下状況

それぞれの出水に伴う土砂の流下状況は、表２－２のとおり。

② 土砂流下試験の実施結果について

出水中調査及び出水後調査は、別紙２－１のとおり。

（４）今後の土砂流下試験の実施計画について

今回の土砂流下試験の実施結果を踏まえ、本年度土砂流下試験を実施するが、その

実施計画（案）は、別紙２－２のとおり。

２ ダム撤去工法専門部会における検討内容

（１）これまでの土砂流下試験結果（ダム直上流への投入：９，０００ｍ 、ダム下流へ３

の仮置き：３，０００ｍ ）は、下流への土砂補給等、一定の効果が見える。３

（２）土砂流下試験（ダム下流への仮置き：３，０００ｍ ）について、仮置き土砂の粒３

径の変化や濁度・ＳＳ等、治水上・環境上の影響について試験結果をまとめる必要が

ある。

（３）今後の土砂流下試験については、実施意義を考慮して、これまでの試験結果を分析

し、治水上・環境上の影響を把握した上で、仮置きする土砂量（１００００ｍ ）を, ３

検討する必要がある。

資料２

表２－１ 実施計画

１ ダム内への投入

（１）投入の実施時期 平成１５年１月～２月

（２）土砂の投入箇所 ダム直上流

３（３）投入土砂量 約９，０００ｍ

２ 下流河川への仮置き

（１）仮置きの実施時期 平成１６年１月～２月

（２）土砂の仮置き箇所 中谷橋下流左岸の洲

３（３）仮置き土砂量 約３，０００ｍ

（４）仮置き形状 長さ１００ｍ×幅３０ｍ×高さ１ｍ

表２－２ 土砂の流下状況

出水時期 ① ５月１３日～１７日 ② ８月３０日～３１日

③ ９月 ６日～ ９日 合 計

最大放流量 ① １，７００ｍ ／ｓ ② ４，８２０ｍ ／ｓ３ ３

③ ４，２９８ｍ ／ｓ３

３ ３ ３土 土砂補給量 ８４３ｍ ２，８７４ｍ ３，７１７ｍ

３ ３ ３砂 投入箇所堆積量 ３，１９３ｍ ６４１ｍ ３，８３４ｍ

３ ３ ３補 土砂収支 ２，３５０ｍ ２，２３３ｍ １１７ｍ

給 （洗掘・堆積） （堆積） （洗掘） （堆積）

３ ３ ３土砂流下量 １，６５８ｍ １，１６６ｍ ２，８２４ｍ

３ ３ ３流 仮置き箇所堆積量 ２６９ｍ ３０６ｍ ５７５ｍ

３ ３ ３下 土砂収支 １，３８９ｍ ８６０ｍ ２，２４９ｍ

（洗掘・堆積） （洗掘） （洗掘） （洗掘）

（注）１ 「土砂補給」とは、平成１４年度にダム直上流に投入した土砂（９，０００ｍ ）３

に係るもの。

「 」 、 （ ， ）２ 流下 とは 平成１５年度に中谷橋下流の洲に仮置きした土砂 ３ ０００ｍ３

に係るもの。

－２-１－



別紙２－１ 土砂流下試験の実施状況について

１ 出水の状況
出 水 時 期 荒瀬ダム最大放流量 備考

平成１６年５月１３日～１９日 １，７００ｍ ／ｓ 調査１３

平成１６年８月３０日～３１日 ４，８２０ｍ ／ｓ 調査２３

平成１６年９月 ６日～ ９日 ４，２９８ｍ ／ｓ３

２ 調査結果
（１）調査１
調査時期 調査名 調査項目 調査方法 今回調査地点 調査実施日 調査結果 備考

①流況調査 流量データ 既設観測所等の流量データを 荒瀬ダム地点 平成１６年 今回出水のピーク流量（１，７００ｍ ／ｓ）は、過去 図２－１－２３

把握する。 ５月１３日～１９日 の出水と比較すると小規模であった。 図２－１－３
出水中

②水質調査 濁度 試料を橋上から採取し分析す 中谷橋、深水橋、 平成１６年 流下試験箇所上下流における濁度の差は、支川からの 図２－１－５
る。 中谷川、深水川 ５月１３日～１７日 影響を受ける時間帯を除き、その差はほとんど無い。

③土砂流下量 仮置き形状測量 仮置き土砂の形状を、平面測 仮置き土砂 平成１６年６月 出水前後で横断測量を実施し土砂形状を比較した結果、 図２－１－６
（延長、幅、 量・横断測量により把握す 下流への土砂流下量は、１，６５８ｍ であった。３

高さ） る。 なお、仮置き箇所周辺に新たに２６９ｍ の土砂が堆積３

したため、仮置き土砂範囲の土砂収支は、１，３８９ｍ
の洗掘となった。３

出水後 ④仮置き土砂 粒度試験 仮置き土砂の粒度試験 仮置き土砂 平成１６年７月 土砂仮置き時と出水後の粒度を比較した結果、仮置き材 図２－１－７
の粒度変化 料の変化が見られた。

⑤下流河川の 河川横断測量 仮置き箇所から遙拝堰までの 仮置き箇所～遙拝堰 平成１６年６月 出水前後で下流河道の横断測量を実施し河道状況を比較
河道状況 河道状況について、横断測量 した結果、特に問題となる局所堆積・洗掘は見られなか

により把握する。 った。

（２）調査２
調査時期 調 査 名 調 査 項 目 調 査 方 法 今回調査地点 調 査 実 施 日 調 査 結 果 備 考

①流況調査 流量データ 既設観測所等の流量データを 荒瀬ダム地点 平成１６年 今回出水の最大放流量は４，８２０ｍ ／ｓと４，２９ 図２－１－２３

把握する。 ８月３０日～３１日 ８ｍ ／ｓであり、比較的規模の大きい出水である。 図２－１－３、 ３

９月 ６日～ ９日
出水中 ②水質調査 濁度 試料を橋上から採取し分析す 【濁度、ＳＳ】 平成１６年 仮置き箇所上下流における、各地点の水質調査結果に明 図２－１－５

ＳＳ（ ） る。 中谷橋、中谷川、 ８月３０日～３１日 確な差が無く、下流河川への影響は認められない。浮遊物質量 、
ＤＯ（ ） 深水橋、深水川 ９月 ６日～ ９日溶存酸素量

【ＤＯ】
坂本橋、深水橋

③土砂流下量 仮置き形状測量 仮置き土砂の形状を、平面測 仮置き土砂 平成１６年 出水前後で横断測量を実施し土砂形状を比較した結果、 図２－１－６
、 ， 。 、（延長、幅、 量・横断測量により把握す １０月８日～９日 下流への土砂流下量は １ １６６ｍ であった なお３

高さ） る。 仮置き箇所周辺に新たに３０６ｍ の土砂が堆積したた３

め、仮置き土砂範囲の土砂収支は、８６０ｍ の洗掘と３

なった。
出水後 ④仮置き土砂 粒度試験 仮置き土砂の粒度試験 仮置き土砂 現在とりまとめ中。

粒度の変化

⑤下流河川の 河川横断測量 仮置き箇所から遙拝堰までの 仮置き箇所～遙拝堰 平成１６年 出水前後で下流河道の横断測量を実施し河道状況を比較
河道状況 河道状況について、横断測量 ９月２３日 した結果、異常な堆積・洗掘は見られなかった。

により把握する。 ～１０月８日

－２-２－



　　　黒：平成１６年　５月２８日
　　　赤：平成１６年１０月　８日

平成１６年３月（荒瀬ダム総放流量　約５０m3/s） 　　　平成１６年３月（荒瀬ダム総放流量　約５０m3/s）

平成１６年５月２４日（荒瀬ダム総放流量　約１４０m3/s） 平成１６年５月２４日（荒瀬ダム総放流量　約１４０m3/s）

平成１６年１０月８日（荒瀬ダム総放流量　約１３０m3/s） 平成１６年１０月８日（荒瀬ダム総放流量　約１３０m3/s）

－2-3－図２－１－１　仮置き土砂の状況
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－2-4－
図２－１－４　出水中及び出水後状況写真（中谷橋から下流を望む）

図２－１－３　過去の年別最大放流量と今回出水時流量

図２－１－２　　荒瀬ダム放流量

平成１６年５月１６日　１４：００ 平成１６年８月３０日　１５：３０ 平成１６年１１月１７日
（荒瀬ダム総放流量　約１，６００m3/s） （荒瀬ダム総放流量　約４，５００m3/s） （荒瀬ダム総放流量　約７０m3/s）
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－2-5－図２－１－５　水質調査結果
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調　査　地　点　位　置　図
【調査結果】
○５月出水
（１）濁度
　・５月１３日から１４日における土砂の仮置き箇所の上流（中谷橋地点）と下流（深水橋地点）の濁度調査結果は、それぞれ７．１～３２．９、６．８～３３．０とほぼ同じ値を示している。
  ・５月１６日１２時～２０時頃までは、深水橋地点が中谷橋地点より著しく高い濁度を示している。
　・５月１６日２２時以降においては、中谷川地点及び深水川地点の濁度低下に伴い、深水橋地点の濁度も低下し、中谷橋地点及び深水橋地点の濁度は、減少傾向にほぼ同じ値を
   示している。
（２）ＳＳ【浮遊物質量】
　・上流及び下流に大きな差はない。

○８月・９月出水
（１）濁度
　・濁度は、中谷橋地点と深水橋地点で差は小さかった。洪水ピーク直後に、本川（中谷橋地点と深水橋地点）の濁度のピークが現れた。
（２）ＳＳ【浮遊物質量】
　・一時的に深水橋地点の値が高くなった他は、上流及び下流に大きな差はない。
（３）ＤＯ【溶存酸素量】
　・仮置き土砂の上下流でDO濃度にほとんど差はなく、10mg/L前後の値で推移した。
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水質調査結果（平成１６年５月１３日～１７日）
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土砂収支量

測点 距離 断面 平均 立積 断面 平均 立積
【５月出水】
ＮＯ．０ 14.45 4.46
ＮＯ．１ 20.0 11.51 12.98 259.6 3.75 4.10 82.0
ＮＯ．２ 20.0 8.60 10.05 201.0 5.42 4.58 91.6
ＮＯ．３ 20.0 16.27 12.43 248.6 1.89 3.65 73.0
ＮＯ．４ 20.0 22.72 19.49 389.8 0.17 1.03 20.6
ＮＯ．５ 20.0 33.19 27.95 559.0 0 0.08 1.6

小計 1,658.0 268.8
　　５月出水土砂収支 1,658.0 - 268.8 = 1,389.2

（洗掘）
【８・９月出水】
ＮＯ．０ 16.38 2.01
ＮＯ．１ 20.0 14.47 15.42 308.4 5.64 3.82 76.4
ＮＯ．２ 20.0 12.61 13.54 270.8 5.21 5.42 108.4
ＮＯ．３ 20.0 13.99 13.30 266.0 2.60 3.90 78.0
ＮＯ．４ 20.0 6.69 10.34 206.8 0.79 1.69 33.8
ＮＯ．５ 20.0 4.71 5.70 114.0 0.11 0.45 9.0

小計 1,166.0 305.6
　　８・９月出水土砂収支 1,166.0 - 305.6 = 860.4

（洗掘）
５月出水土砂収支 1,658.0 - 268.8 = 1,389.2
８・９月出水土砂収支 1,167.0 - 305.0 = 862.0
合計 2,825.0 - 573.8 = 2,251.2

（洗掘）

－2-6－

洗掘量（ｍ３） 堆積量（ｍ３）

図２－１－６　仮置き土砂の形状測量結果
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４　仮置き土砂の粒度の変化（表１）

　　①　各地点（ＮＯ．１～３）において、石分（７５ｍｍ以上）が流下した。

　　②　各地点（ＮＯ．１～３）において、主に中礫分（４．７５～１９ｍｍ）の構成比が高くなっている。

　　１　比較方法 　　③　各地点（ＮＯ．１～３）において、最大粒径の値が小さくなっている。

　　　　仮置き時点と出水後における粒度の変化を比較する。

　　２　調査実施時期

　　　　仮置時　　・　・　・　　平成１６年３月の土砂仮置き完了後に実施。

　　　　出水後　　・　・　・　　平成１６年７月に仮置時とほぼ同地点で実施。 仮置時 出水後 仮置時 出水後 仮置時 出水後

　　３　粒度試験結果（図１） Ｈ１６．３ Ｈ１６．７ Ｈ１６．３ Ｈ１６．７ Ｈ１６．３ Ｈ１６．７

【構成比】

　石分　　　　　（75mm以上） 14.1% － 21.4% － 2.0% －

　粗礫分　　　 （19～75mm） 29.2% 15.9% 28.8% 6.1% 36.6% 3.9%

　中礫分　　　 （4.75～19mm） 16.4% 67.0% 23.5% 48.6% 18.1% 50.0%

　細礫分　　　 （2～4.75mm） 13.3% 8.4% 11.7% 19.4% 5.3% 20.1%

　粗砂分　　   （0.85～2mm） 13.2% 5.3% 5.8%

　中砂分　　　 （0.25～0.85mm） 12.3% 7.7% 27.0%

　細砂分　　　 （0.075～0.25mm） 1.2% 2.6% 1.3% 5.5% 5.1% 3.1%

　シルト以下　（0.075mm以下） 0.3% 0.7% 0.2% 0.9% 0.3% 0.7%

　最大粒径(mm) 150.0 37.5 106.0 26.5 106.0 26.5

　６０％粒径(mm) 21.8 12.6 30.1 7.4 17.2 7.2

　５０％粒径(mm) 12.6 10.9 19.2 5.5 8.5 5.4

　３０％粒径(mm) 2.4 7.6 5.8 2.5 0.8 2.4

　１０％粒径(mm) 0.6 2.5 0.9 0.5 0.3 0.7

－２-７－図２－１－７　仮置き土砂粒度比較

図１　粒度分布比較

ＮＯ．１ ＮＯ．２ ＮＯ．３

5.4% 19.5% 22.2%

表１　仮置き土砂の粒度の変化
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別紙２－２ 土砂流下試験の実施計画（案）について

１ 実施計画（案）について

（１）目的

球磨川における土砂の掃流力を確認するため、河川内に土砂を仮置きし洪水によ

る土砂の流れ方を調査する。

（２）実施方法（ 図２－２－２」参照）「

① 仮置きの実施時期

平成１６年度の堆砂除去工事（１月～２月）に合わせて実施する。

② 土砂の仮置き箇所

中谷橋下流左岸の洲を仮置き箇所とする。

③ 仮置き土砂量及び仮置き形状

諸 元 等 平成１６年度 参考（平成１５年度）

３ ３仮置き土砂量 約１０，０００ｍ 約 ３，０００ｍ

仮置き土の長さと幅 １５０ｍ×６０ｍ １００ｍ×３０ｍ

仮置き土の高さ 約１．０ｍ 約１．０ｍ

仮置き土の法面勾配 １：２．０ １：２．０

④ 仮置き土砂

仮置きする土砂は、堆砂除去工事で掘削した土砂を用いる。

（３）調査内容

調査内容は、以下のとおり。

① 出水前調査 ・・・ 仮置き土砂の形状・下流河川形状及び周辺河川環境の

把握等

② 出水中調査 ・・・ 出水中の水質調査

③ 出水後調査 ・・・ 出水後の仮置き土砂の形状・下流河川形状及び周辺河

川環境の把握等

図２－２－１ 土砂流下試験位置図

－2-8－

遥拝堰

荒瀬ダム

 平成16年度堆砂除去工事
　　①　除去箇所
　　　・与奈久地区
　　②　除去量

　　　・約10,000ｍ３

  土砂流下試験
　　①　仮置き箇所
　　　・中谷橋下流左岸の洲
　　②　仮置き土砂量

　　　・約10,000ｍ３

kumamoto
スタンプ



－２-９－

掘削箇所 仮置き箇所

図２－２－２　掘削及び仮置き箇所概要図

平面図及び材料

横断図

平面図及び材料

投入土砂粒度分布比較

　堆砂除去予定箇所
　　坂本村与奈久地区
　　　L=130.0m
　　　w= 50.0m          V≒10,000m3
   　 h=   1.5m

除去範囲

【ダム水位低下時】
水位≒23.5

掘削範囲　Ｗ≒50.0m保安距離

掘削厚　ｈ≒1.5m

６０ｍ

１５０ｍ

　土砂流下試験仮置き予定箇所
　　坂本村下代瀬
　　L=150.0m
　　w= 60.0m          V≒10,000m3
    h=   1.０m

平成１６年度投入予定箇所　粒度分布
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B9（表層） B9（中層）

　　　　　　　　　　　備　考

・仮置き作業完了後の土砂から、３試
  料（上流側・中央部・下流側）を採取
  し分析したもの。

　　　　　　　　　　　備　考

・仮置き材料の採取予定箇所（与奈久
  地区）におけるボーリング調査試料を
  分析したもの。
・表層とは地表から４０ｃｍまで、中層と
  は５０ｃｍ～１．５ｍまでの試料。
・ボーリングコアを分析したものであり、
  ボーリング径８６ｍｍ以上の粒径は
  反映されていない。
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議事（３）河床変動解析モデルについて 
 

１ 河床変動解析モデルについて 

 

河川環境に配慮した最適なダム撤去工法を選定するためには、出水によるダム内や下流

河川の変化（河床高、河床材料、水位及び水量）を予測し、その変化に伴う影響を検討す

る。 

 

（１）河床変動解析の位置づけ 

図３－１のとおり。 

（２）河床変動解析の進め方 

  ① 河床変動解析モデルの構築（「資料３－１」参照） 

② 河床変動解析による予測（「資料３－２」参照） 

（３）今後の検討 

今後、検証作業を経て、河床変動解析モデルを構築し、ダム内や下流河川の変化予測

について検討を行う。 

 

 

２ ダム撤去工法専門部会の検討内容 

 

（１）ダム撤去に伴う河川の変化予測に一次元の河床変動解析を用いることは妥当であるが、

この解析で予測できる項目について整理を行うこと。 

（２）細砂や泥土（シルト）を対象に含めた解析は困難と考えられる。粗砂や礫のみを対象

とすべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

 

 

 

河床変動解析土砂処理方法

自然流下及び除去する
土砂の処理方法

ダム撤去までに除去
する土砂の処理方法

 

ダム撤去工法

ダム内堆積土砂
の現況把握

土砂処理方針策定 ダム撤去計画策定
（撤去工法概略設計成果）

撤去工法に係る
 留意事項の整理

 

環境影響、効率性
及び経済性の検討

環境影響、効率性及び経済性の検討

堆砂処理の整理

　撤去手順の
特徴まとめ

除去する
土砂の検討

除去する
土砂の検討

（１）床変動解析モデルの構築

 

解析モデルの検証

（２）河床変動解析による予測

 ・予測モデルの作成
 ・河床変動予測の条件設定
 ・河床変動予測計算

撤去手順
（仮設計画含む）
 の検討

解析モデルの設定条件

現況河床の実態整理

解析モデルの作成

 

図３－１ 河床変動解析の位置づけ 
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資料３－１ 河床変動解析モデルの構築 
 

 

河床変動解析モデルは、以下の項目について検討、整理を行い、構築することとする。 

そのフローは、図３－１－１のとおり。 

 

１ 現況河床の実態整理 

遙拝堰から瀬戸石ダム上流までの現況河床について整理を行う。 

（１）河床状況の経年変化 

（２）現況河床材料の粒度分布 

（３）河道の掘削浚渫量 

 

２ 河床変動解析モデルの設定条件（「資料３－３」参照） 

 河床変動解析モデルの設定条件について、整理を行う。 

（１）初期条件など 

① 河川流量 

② 河道形状 

③ 掘削浚渫量 

④ 河床材料の粒度分布 

（２）河床変動解析の手法 

砂及び礫の移動モデルとして、掃流砂及び浮遊砂の移動形態を捉える流砂量式を採

用した。 

（３）境界条件 

① 解析モデル化の境界地点 

② 本川・支川の境界上流からの供給土砂量 

③ 本川・支川の境界上流からの供給土砂の粒度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

予測条件

  （１） 河床状況の経年変化  ・予測対象区間

  （２） 河床材料の粒度分布  ・予測期間

  （３） 河道の掘削浚渫量  ・設定流量

予測項目

 ・河床高の変化

 ・河床材料の変化

 ・流況の変化

ダム撤去手順

 ・撤去部所

 ・撤去規模

 ・撤去工程
 ・仮設計画

２　解析モデルの設定条件

（１） 初期条件など

　①河川流量

　④河床材料の
　　　粒度分布

河床変動解析モデルの構築

１　現況河床の実態整理

　②河道形状

　③掘削浚渫量

（３） 境界条件

 ① 解析モデル化の境界地点

 ② 本川・支川の境界上流からの
　　 供給土砂量

 ③ 本川・支川の境界上流
　　 からの供給土砂の粒度分布

河床変動予測

（２）
河
床
変
動
解
析
の
手
法

解
析
モ
デ
ル
の
検
証

解析モデル

 

 

 

図３－１－１ 河床変動解析モデルの構築フロー 
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資料３－２ 河床変動解析による予測 
 

遙拝堰から瀬戸石ダム区間において、ダム撤去工事中及び撤去後の中長期間に係る河床高、河床材料、水位及び水量の変化を予測する。 

 

予測区間 遙拝堰～荒瀬ダム～瀬戸石ダム 

ダム内 ダム撤去工事中の予測 

下流河川 

ダム内 ダム撤去後の中長期間の予測 

（２０年～５０年） 下流河川 

① 河床高 

② 河床材料（シルト、砂、礫）

③ 水位 

④ 水量 

 

 

図３－２－１ 河床変動解析により予測を行う区間 

遙拝堰 

荒瀬ダム 

瀬戸石ダム 

予測区間 

kumamoto
スタンプ
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資料３－３ 解析モデルの設定条件 

 

検証モデルの設定条件の概要は、以下のとおり。 

 

・荒瀬ダム
実測流入量

・瀬戸石ダム
実測流入量

・横石基準点
実測流入量

・荒瀬ダム
実測流入量

・瀬戸石ダム
実測流入量

昭和３０年河道 昭和３０年河道 昭和５７年河道 昭和５７年河道 昭和５７年河道
・荒瀬ダム建設
着手当時測量

・瀬戸石ダム建設着手当時測量 ・昭和５６年度測量 ・昭和５６年度測量 ・昭和５６年度測量

平成１５年河道 平成１５年河道 平成１５年河道 平成１５年河道 平成１５年河道

・平成15年度測量 ・平成15年度測量 ・平成１５年度測量 ・平成１５年度測量 ・平成１５年度測量

昭和４６年～平成１５年 昭和４６年～平成１５年 昭和５７年～平成１５年 昭和５７年～平成１５年 昭和５７年～平成１５年

・掘削浚渫量約450千ｍ3 ・掘削浚渫量約240千ｍ3 ・掘削浚渫量約480千ｍ3 ・掘削浚渫量約190千ｍ3 ・掘削浚渫量約190千ｍ3

④ 河床材料の粒度分布

ここに 昭和３０年河床 昭和３０年河床 昭和５７年河床 昭和５７年河床 昭和５７年河床
H14調査；
平成14年度国土交通省実施
        河床材料調査

・H14調査とH15調査を
踏まえ設定

・H14調査より想定 ・平成１５年河床と同じと想定 ・平成１５年河床と同じと想定 ・平成１５年河床と同じと想定

平成１５年河床 平成１５年河床 平成１５年河床 平成１５年河床 平成１５年河床

・H14調査とH15調査を
踏まえ設定

・H14調査 ・H14調査
・H14調査とH15調査を
踏まえ設定

・H14調査

(2) 河床変動解析の手法

　　・流れの運動方程式
　　・流れの連続式
　　・掃流砂量式
　　・浮遊砂量式
　　・流砂の連続式

　　・河床材料の連続式

① 解析モデル化の境界点

② 本川・支川の境界上流から
    の供給土砂量

本川上流端からの
流入土砂量

本川上流端から
の流入土砂量

③ 本川・支川の境界上流
    からの供給土砂の粒度分布

支川からの流入土砂量

検証区間

検証期間

概念図

(3)
境
界
条
件

① 河川流量

② 河道形状

③ 掘削浚渫量

(1)
初
期
条
件
な
ど

H15調査；
平成15年度熊本県企業局実施
　      河床材料調査

瀬戸石ダム
28/860

瀬戸石ダム
上流11km地点荒瀬ダム

■■
19/910

遥拝堰
9/000

遙拝堰～荒瀬ダム～瀬戸石ダム上流１１ｋｍ地点

昭和５７年～平成１５年

28/860 39/860

荒瀬ダム～瀬戸石ダム上流１１ｋｍ地点

昭和３０年～平成１５年
瀬戸石ダム
上流11km地点荒瀬ダム 瀬戸石ダム

19/910 39/860

１次元河床変動解析の基礎式

；芦田・道上の式   砂及びれきの移動モデルとして掃流砂、
  浮遊砂の移動形態を捉える；芦田・道上の式

；平野の式

支川からの流入土砂量

・安定河道と想定
した時の流砂量

・安定河道と想定
した時の流砂量

・上流端からの流入土砂量を流域面積比で按分・上流端からの流入土砂量を流域面積比で按分

  

Ｖi;平均流速（一律）

侵食量

固定床(基盤）

粒度分布は
平面的に一律 堆積量元河床

表３－３－１ 解析モデルの設定条件の概要 



議事（４）土砂処理方針の策定について

１ 土砂処理方針の策定について

ダム撤去にあたって、河川環境への影響が最小限となるよう、ダム内の堆積土砂の除

去方法や除去量及び処理方法等を検討し、適切な土砂処理方針を策定する必要がある。

なお、土砂処理方針策定の検討フローは、図４－１のとおり。

（１）ダム撤去までに除去すべき土砂の処理方法（ 資料４－２」参照）「

対象土砂：泥土（シルト）とする。

（２）自然流下及び除去する土砂の処理方法（ 資料４－３」参照）「

対象土砂：砂及び礫とする。

２ ダム撤去工法専門部会の検討内容

（１）ダム撤去までに除去する土砂とダム撤去に合わせて自然流下や除去する土砂につ

いて検討すること。

（２）泥土（シルト）除去に加え、細砂についても除去の可能性を検討すること。

（３）八代海に砂が必要との意見を踏まえ、土砂の自然流下や人為的な土砂補給について

も検討すること。

（４）土砂処理については、平水時と洪水時に区分けをして検討を行うこと。

資料４

図４－１ 土砂処理方針策定の検討フロー

－ ４-１ －

○　堆砂の全体量

○　堆砂の材料（シルト、砂、礫）

○　堆砂の分布状況

○　堆砂の成分

砂

礫

（２）　堆砂処理の整理　　　　　　　

（１）　ダム内堆積土砂の現状把握

（３）　堆砂の除去方法及び処理方法の検討

156,643

121,589

789,366
　自然流下及び除去

m3

　ダム撤去までに除去

除去する土砂

河床変動解析による予測
（ダム撤去による土砂流下）

ダム撤去までに除去する土砂の処理方法

堆砂量

m3

土砂処理方針策定

シルト

○除去対象の土砂量と分布状況の把握

○除去工法及び処理工法

○除去した土砂の処理方法
自然流下させる土砂

m3



資料４－１ ダム撤去までに除去する土砂の処理方法

１ 除去対象の土砂量と分布状況

ダム内に堆積している泥土（シルト）は全量除去することとする。

なお、その堆積量及び分布状況は、表４－２－１のとおり

表４－２－１ 泥土（シルト）の土砂量 （平成１６年３月現在）

地 区 名 除去対象土砂量 分布状況

３① ダム直上流左岸 ３，００４ｍ

② 佐瀬野 ８２，８７８ｍ 図４－２－１３

３③ 百済来川 ７０，７６１ｍ

３合 計 １５６，６４３ｍ

２ 除去方法（案）

除去方法については、以下の方向で検討する。

（１）除去の時期 ダム水位の低下時期（１月から２月）に除去する。

（２）施工方法 ダム水位を低下させ、陸上施工により掘削・搬出する。

（３）搬出ルート 必要に応じて仮設道路を設置し、国道及び県道を利用して

搬出する。

３ 処理方法（案）

除去した泥土（シルト）は河川外へ搬出するが、できる限り有効活用を行う方向で検討

する。

（ ）図４－２－１ シルトの分布状況 泥土 シルト

砂

礫

－ ４-２ －



資料４－２ 自然流下及び除去する土砂の処理方法

（１）除去対象の土砂量と分布状況

自然流下及び除去する土砂量及び分布状況は、表４－３－１のとおり。

表４－３－１ 砂・礫の土砂量（平成１６年３月現在）

地区名 除去対象土砂量 分布状況

砂 礫

３ ３① ダム～佐瀬野 ２，８５８ｍ １０３，９７１ｍ

３ ３② 佐瀬野 ６３，０８２ｍ １５７，３０１ｍ

３ ３③ 百済来川 ０ｍ ７６，７１５ｍ

３ ３④ 葉木橋～与奈久 １０，３６０ｍ ７９，５５５ｍ

⑤ 与奈久の砂浜 ３，１６３ｍ ２３，６６８ｍ 図４－３－２３ ３

３ ３⑥ ～鎌瀬の鉄橋 ２６，１８６ｍ １７９，２１５ｍ

３ ３⑦ ～鎌瀬橋 １５，９３８ｍ ３２，３８１ｍ

３ ３⑧ ～瀬戸石ダム ０ｍ １３６，５６０ｍ

３ ３小 計 １２１，５８７ｍ ７８９，３６６ｍ

３９１０，９５３ｍ

（２）自然流下及び除去する土砂の検討

河床変動解析によるダム撤去手順（案）のケース毎に土砂流下予測を行い、除去す

る土砂について、除去量や処理方法等を検討する。

なお、自然流下及び除去する土砂の検討フローは図４－３－１のとおり。 図４－３－１ 自然流下及び除去する土砂の検討フロー

－ ４-３ －



ダム～佐瀬野地区 佐瀬野地区
【平 面 図】 【平 面 図】

泥土

砂

礫

【横断図】 【横断図】

（ ）泥土 シルト

砂

礫

百済来川地区 与奈久の砂浜
【平面図】 【平面図】

【横断図】 【横断図】

（ ） （ ）泥土 シルト 泥土 シルト

砂 砂

礫 礫

図４－３－２（１） 除去対象土砂の分布状況

－ ４-４ －

凡例
凡例

凡例凡例



鎌瀬の鉄橋とその上流部
【平面図】 【横断図】

泥土（シルト）

砂

礫

図４－３－２（２） 除去対象土砂の分布状況

－ ４-５ －

凡例



議事（５）ダム撤去手順（案）について

１ ダム撤去手順（案）について

ダム撤去手順は、河川環境に配慮した最適なダム撤去工法を選定する前提として、ダム撤去

に伴う堆積土砂の流下による河床変動解析と密接不可分の関係にある。

なお、ダム撤去手順（案）設定の位置づけは、図５－１のとおり。

（１）ダム撤去手順（案）設定の前提条件（ 資料５－１」参照）「

（２）ダム撤去手順（案）の設定

① 設定の考え方（ 資料５－２」参照）「

② ダム撤去手順（案）の検討（ 資料５－３」参照）「

（３）今後の検討

ダム撤去手順（案）について、そのケース毎の河床変動解析による土砂の流下予測や施工

性、経済性及び環境について比較検討し、各（案）の評価及び見直しを行い、最も適切な

ダム撤去手順を取りまとめる。

２ ダム撤去工法専門部会の検討内容

（１）ダム撤去という特殊性から、既存の河川工事に係る設計基準等にとらわれず、安全性・

経済性から検討すること。

（２）撤去手順については、ダム水位を下げて撤去する方法を検討すること。また、ダム水位を

下げるための放流口に、流量をコントロールできる簡易なゲート設置等を検討すること。

（３）簡易なゲート等により流量をコントロールすることで、ダム撤去と土砂処理を分けて考え

ることができるのではないか。

（４）ダム撤去の全体工期の短縮化を図るために、年間を通した工程等を検討すること。

資料５

図５－１ ダム撤去手順（案）設定の位置づけ

－ ５-１ －

河床変動解析

* ﾀﾞﾑ撤去手順(案)設定の前提条件は、河川の
特性や工事内容等から詳細に検討していく。

土砂処理方法

自然流下及び除去
する土砂の処理方法

ダム撤去までに除去
する土砂の処理方法

 

ダム撤去工法

ダム内堆積土砂の現況把握

土砂処理方針策定 ダム撤去計画策定
（撤去工法概略設計成果）

撤去工法に係る留意事項の整理

河床変動解析モデル
の構築（再現）

 

河床変動解析
による予測

撤去手順（仮設計画含む）の検討

撤去手順（案）の設定

撤去手順の評価及び見直し

施
工
性

環境影響、効率性
及び経済性の検討

環境影響、効率性及び経済性の検討

堆砂処理の整理

土砂流下予測

　撤去手順の特徴まとめ

除去する土砂
の検討

除去する土砂
の検討

経
済
性



資料５－１ ダム撤去手順(案)設定の前提条件

ダム撤去手順（案）設定の前提条件は、以下のとおり。なお、今後、河川の

特性や工事内容等の詳細な検討に伴い見直しを行う。

１ 施工可能期間及び施工可能日数等

（１）施工可能期間

・過去１０年間の荒瀬ダム地点の河川流況（図５－１－１）に基づき、

１１月 ～５月を施工可能期間と設定する。

・なお、この期間内においても、アユの生態に十分に配慮した施工方法等

を講じる。

（２）施工可能日数

・休日や休工日等から、月施工可能日数を１９日／月とする。

（表５－１－１参照）

（３）作業時間

・騒音規制法上の規制に基づき７時～１９時とする。

（表５－１－２参照）

・ただし、周辺環境に配慮し、施工は原則として昼間作業とし、実働７時

間とする。

( )図５－１－１ 河川流況 荒瀬ダム地点：平成６年～１５年

0
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4500
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日
　
平
　
均
　
流
　
量

平成6年
平成7年
平成8年
平成9年
平成10年
平成11年
平成12年
平成13年
平成14年
平成15年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

(m3/s)

出水期（6月～10月）

表５－１－１ 施工可能日数（荒瀬ダム地点日雨量実績:平成６年～15年平均）

※ 非出水期間の平均：１３３日／７ヶ月＝１９．０日／月

－ ５-２ －

（坂本村）表５－１－２ 騒 音 規 制

作 業 時 刻 ７：００～１９：００

作 業 時 間 １０時間以内／日

作 業 期 間 連続６日以内（日・祭日休業）

dB騒音の規制値 ８５＊）

※）騒音規制法に基づく特定建設作業に係る規制

項　　　目 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

① 実 日 数 31.0 28.2 31.0 30.0 31.0 30.0 31.0 31.0 30.0 31.0 30.0 31.0 365.2

② 休 日 11.9 8.9 10.0 9.3 10.8 8.8 9.4 11.4 10.3 9.6 10.5 11.7 122.6

③ 休工日(30mm/日
　 以上の日数)

0.4 0.3 1.0 1.6 1.8 4.9 4.1 2.1 1.8 0.9 1.0 0.7 20.6

④ 不 稼 働 日
（ ② + ③ ）

12.3 9.2 11.0 10.9 12.6 13.7 13.5 13.5 12.1 10.5 11.5 12.4 143.2

⑤ 稼 働 日 数
（ ① - ④ ）

18.7 19.0 20.0 19.1 18.4 16.3 17.5 17.5 17.9 20.5 18.5 18.6 222.0

施 工 可 能 日 数 19 19 20 19 18 16 18 18 18 21 19 19 224

施  工  期  間 対象期間 出水期間 対象期間



２ 水中施工中の対象流量

(12 3 3 ) 200m /s ( 60m /s)・最小期間 月下旬～ 月上旬： ヶ月 ……対象流量191≒ 平水時流量：3 3

(12 4 5 ) 370m /s ( 60m /s)・最大期間 月 ～ 月 ： ヶ月 ……対象流量366≒ 平水時流量：3 3

( )表５－１－３ 月別最大流量 日最大流量データ

( )表５－１－４ 月別最大流量 日平均流量データ

３ 撤去工法

撤去工法は、次表に示す主要４工法と補助２工法を選定。

（単位：m3/s）

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
(S30-H15)

H15
H14
H13
H12
H11

464 457 366 156 147 147 142 152 191 319 225 337 484 629
527

395
629
108
501

146

337
219
120
149

151

319
141
144
154

152

132
136
142
142

157

129
138
147
147
144

149
366
149
156

既往最大

5年最大

各
年
デ
｜
タ

464
128
139
457
152

1,102 2,509 1,657534 366 207 631

11月 12月 3月
　 備　　考

5月1月 2月 4月

152 319 337464 366 147 (H11-H15)629

（単位：m3/s）
備　　考

H15
H14
H13
H12
H11

(H11-H15)

42 37 31
36 26 20 20 41 49 37

51 55 91
46 36 34 67 56 32 28

59各
年
デ
｜
タ

42
39 3154

59 35 25 29

1月 5月

31.6 54.2

4月

42.8 36.8 41.2 56.6

11月 12月 2月
33 40

5年平均

31

53.8

3月
93 96 84

2
注 ダムサイト 流域面積： ㎞) 1,721.1

2
注 ダムサイト 流域面積： ㎞) 1,721.1
平水時流量とは発注頻度 ％流量を意味する。50

表５－１－５ ダム撤去工法（主要工法）

掘削・解体工法
項 目

発 破 大型ブレーカ

概 念 図

堤体に削岩機等で削孔し、火薬を挿入し 油圧ショベルにアタッチメントとして
て爆破する。爆破の後は、コンクリート塊 大型ブレーカを取り付け、油圧を用いた工法の概要
を大型ブレーカ等で小割する必要がある。 打撃で堤体コンクリートを破砕する。

割岩工法
項 目

静的破砕剤 油圧くさび

概 念 図

コンクリートに削孔し、孔内に生石灰系 コンクリートに削孔し、孔内に油圧シ
膨張物質を充填して、その水和反応に伴う ョベルに取り付けたくさびを挿入して、工法の概要
膨張圧でコンクリートを破砕する。膨張圧 油圧で側方に押し広げコンクリートを破
が比較的小さい。一般に亀裂発生後、ピッ 砕する。一般に亀裂発生後、ピック，ブ
ク，ブレーカ等による二次破砕が必要であ レーカ等による二次破砕が必要である。
る。

( )表５－１－６ ダ ム 撤 去 工 法 補助工法

掘削・解体工法
項 目

ガス、蒸気圧破砕 ワイヤーソー

概 念 図

コンクリートに削孔し、孔内に薬剤（カ ダイヤモンドワイヤーソーを連続的に
プセル）を挿入し、その化学反応で発生 回転させることで、コンクリート面を切工法の概要
する蒸気圧、ガス圧で破砕する。一般に亀 削し、切断する。コンクリートをブロッ
裂発生後、ピックやブレーカ等による二次 ク状に切り出すため、ピックやブレーカ
破砕が必要である。 等による二次破砕が必要である。

－ ５-３ －



資料５－２　ダム撤去手順（案）設定の考え方

５ ダム撤去手順（案）

設　定　条　件 設　定　フ　ロ　ー

貯水位を低下させない（鋼製仮締切方式）

１ ダム撤去方法

２ 貯水の処理

ス リ ッ ト 状 撤 去

　越流部をスリット状に撤去する。

左　岸　配　置

　直上流に堆砂が多
い左岸側にスリット
を配置

　みお筋である右岸側にス
リットを配置

ケース ４

全体スライス
(鋼製仮締切)案

右岸スリット
(鋼製仮締切)案

備　　　　　　　　考

ス ラ イ ス 状 撤 去

越流部を全体を上方から均等に(スライス
状)に撤去する。

　撤去ブロックの上流に鋼製仮締切(ゲート
状)を設置。

３ コンクリート殻の
  処理

ケース ２ケース １

ピア撤去後に越流部撤去スリット施工後にピア撤去

 ４  工程

・　スリットの施工は振
　　動等を与えない
　　工法とする。
・　ピア等の撤去は制
　　御発破により行う。

左岸スリット施工

右岸スリット
(半川仮締切)案

ケース ３

　右岸側(スリット)施工前に
左岸側越流部に放流口を施工
する。

　左岸スリットは渇
水期の短期間で施工
する。

越流部撤去後にピア撤去

　・　越流部（スリット）の施工は堤体に振動等を
　　与えない工法とする。
　・　ピア等の撤去は制御発破により行う。

コンクリートは、管理橋上に配置した移動
式クレーンにより搬出。

管　理　橋　よ　り　搬　出

ケース ５

図５－２－１　施工方法検討における検討ケースの選定フロー －　５-４　－

右　岸　配　置

右岸スリット
(半川仮締切：ﾋﾟｱ
先行撤去)案

左岸スリット
(半川仮締切)案

下流工事用道路より搬出

　下流工事用道路を利用する。

貯水位を低下させる（半川仮締切方式）

左岸放流口施工

　・　制御発破によりピ
　　ア、越流部の順に
　　撤去する。
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(スリット状撤去(右岸）)
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(ピア撤去後に越流部撤去)
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資料５-３ ダム撤去手順（案） 
 
項  目 

ケース１ 

左岸スリット(半川締切)案 

ケース２ 

右岸スリット(半川締切：ﾋﾟｱ先行撤去)

案 

ケース３ 

右岸スリット(半川締切)案 

ケース４ 

右岸スリット(鋼製仮締切)案 

ケース５ 

全体スライス(鋼製仮締切)案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

概 念 図 

及 び 

そ の 内 容 

（下流面図） 

 澪筋の反対側である左岸側越流部を必

要な幅で河床部まで切欠いたスリットを

設けていく。 

 澪筋である右岸側越流部ブロックを考

慮した必要な幅で河床部まで撤去してい

く。 

 澪筋である右岸側越流部を必要な幅で

河床部まで切欠いたスリットを設けてい

く。 

 澪筋である右岸側越流部を必要な幅で

河床部まで切欠いたスリットを設けてい

く。 

 越流部全体を水平に切下げていく。 

 

撤 去 工 法 

・ 左岸スリット： 

油圧くさび＋大型ブレーカ 

・ ピア，その他越流部： 

制御発破＋大型ブレーカ 

の組合せ 

・ 左岸放流口： 

油圧くさび＋大型ブレーカ 

・ ピア，その他越流部： 

制御発破＋大型ブレーカ 

の組合せ。 

・ 左岸放流口： 

油圧くさび＋大型ブレーカ 

・ 右岸スリット： 

油圧くさび＋大型ブレーカ 

・ ピア，その他越流部： 

制御発破＋大型ブレーカ 

の組合せ。 

・ 右岸スリット： 

油圧くさび＋大型ブレーカ 

・ 左岸スリット： 

油圧くさび＋大型ブレーカ 

・ ピア部： 

制御発破＋大型ブレーカ 
の組合せ。 

・ 越流部(スライスカット)： 

油圧くさび＋大型ブレーカ 

・ ピア部： 

制御発破＋大型ブレーカ 

の組合せ。 
 

施 工 性 

１．左岸側のスリット施工時は、仮締切

を含む施工に注意を要する。 

２．越流部撤去時は、貯水を貯めた状態

であり、ピアの先行撤去が不可能であ

るため、越流部撤去によるピアの不安

定化の対策が必要である。 

１．左岸側の貯水位低下用放流口の施工

時は、仮締切を含む施工に注意を要す

る。 

２．越流部撤去時は、ピアを先行して撤

去するため、ピアの不安定化は生じな

い。 

１．左岸側の貯水位低下用放流口は、仮

締切を含む施工に注意を要する。 

２．越流部撤去時は、左岸放流口により

貯水位を低下させた状態であるため、

越流部撤去によるピアの不安定化に対

しては、ピアの先行撤去も可能。 

１．水中での鋼製締切の設置・撤去が煩

雑。 

２．撤去コンクリートの搬出に管理橋を

利用することより、ピアを残す必要が

あるため、越流部撤去によるピア不安

定化の対策が必要。 

１．水中での鋼製締切の設置・撤去が煩

雑。 

２．クレスト上の高所・狭所での作業が

生じ、安全性，施工性に劣る。 

３．撤去コンクリートの搬出に管理橋を

利用することより、ピアを残す必要が

あるため、越流部撤去によるピア不安

定化の対策が必要。 
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凡 例      ：１１月～５月施工の出水時における想定水位       




